
■
子
宮
体
が
ん
に
つ
い
て

産婦人科主任部長
池田芳紀

■
症
状

　

子
宮
体
が
ん
の
治
療
で
は
、
子
宮
と
左

右
の
卵
巣
・
卵
管
を
取
り
除
く
手
術
を
基

本
と
し
ま
す
が
、
病
気
の
場
所
や
広
が
り

具
合
な
ど
を
考
慮
し
、
リ
ン
パ
節
を
切
除

す
る
場
合
や
抗
が
ん
剤
な
ど
他
の
治
療
方

法
を
用
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
齢
や
体
の
状
態
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
医
師
か
ら
の
十
分
な
説
明
と
本
人

の
同
意
を
得
て
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

■
治
療
方
法

子宮体部

子宮頸部

卵巣

卵管子宮体がん

子宮頸がん

　市民病院産婦人科では、内視鏡手術用支援
機器(手術支援ロボット)を導入し、より安全で
体への負担の少ない手術を実施しています。
　子宮体がんについても、早期であれば手術
支援ロボットを用いた手術を保険診療で行う
ことができます。

市民病院での治療

忍び寄る病気「子宮体がん」
知ってもらいたい！

市民病院医事課 ☎57－0080

　

子
宮
体
が
ん
に
多
い
自
覚
症
状
は
出
血

で
す
。
月
経
と
異
な
る
期
間
や
閉
経
後
の

出
血
、
お
り
も
の
に
変
化
が
生
じ
た
場
合

は
注
意
が
必
要
で
す
。
病
気
が
進
行
す
る

と
、
下
腹
部
の
痛
み
や
性
交
時
の
痛
み
、

腰
痛
、
下
肢
の
む
く
み
な
ど
の
症
状
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
子
宮
が
ん
検
診
は
、
子
宮
頸

が
ん
の
検
診
を
指
し
、
子
宮
体
が
ん
の
検

査
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
不
正
出
血
な
ど
気
に
な
る

症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
放
置
せ
ず
に
、

ま
ず
は
近
く
の
婦
人
科
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

子
宮
が
ん
は
、
子
宮
体
部
に
で
き
る

「
子
宮
体
が
ん
」
と
子
宮
頸
部
に
で
き
る

「
子
宮
頸
が
ん
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
子

宮
頸
が
ん
が
20
代
後
半
か
ら
発
症
が
増

え
る
の
に
対
し
て
、
子
宮
体
が
ん
は
40

代
以
降
で
発
症
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

子
宮
体
が
ん
患
者
は
日
本
で
増
加
し

て
お
り
、
年
間
約
１
万
８
０
０
０
人
が

か
か
り
、
約
２
６
０
０
人
が
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
リ
ン
パ
節
、
卵
巣
、
卵
管
、

膀
胱
や
直
腸
に
広
が
り
、
さ
ら
に
は
肺
や

肝
臓
な
ど
離
れ
た
臓
器
へ
転
移
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

け
い
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